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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　３月　２２日　（月）
司会者　上野　厚子　　　記録　石岡　啓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 義歯管理（ネーム入れ）について

最近転入された患者様（山田倉松様、宮下フミ様、川井セツ様）の義歯管理(ネーム入れ等)ができていません。担当のスタッフはご家族へネーム入れについて説明し了解を得てください。(現在ネーム入れ中は佐々木貞吉様のみです。)

· 12月カルテチェックについて

カルテチェックの済んでいないスタッフは、早急に行ってください。期日は過ぎています。
· 患者様NCP評価について

現在、月毎の評価を行っていますが確認した所、殆どのスタッフが評価途中となっています。異動前に各自終わらせるようにしてください。チェック表を用意していますので終えたらチェックして下さい。

· Aユニットのボールペンについて

最近、Aユニットのボールペンが紛失することが多くなっています。Aユニットに就いたスタッフは管理を徹底し、夜間帯など不在とする時はカウンター上に出しっぱなしにせず、詰所内に置くようにしましょう。

· CDユニットに就くスタッフへ

9：30～はプログラムの時間です。患者様に声がけや誘導を行い、行動をするようにして行きましょう。また、プログラム時間以外を使いカルテ書きをして行きましょう。
・プログラムミーティングに就いたスタッフへ
CDユニットの業務に就く前に必ず業務分担表を確認してから行動しましょう。ミーティング時間になったら、居るスタッフに声がけをしてから遅れずに参加しましょう。

・深夜スタッフへ～CDユニットの患者様を起床させる際は、リネンを畳み、気持良く起きて頂くよう徹底していきましょう。
· Aユニットの患者様について

見守りや介助を要する患者様が増えてきています。(川井様・宮下様・鈴木正長様)　今後、スタッフに余裕がある時は、Aユニット2名での対応をするようにしていきますが、Ａユニット1名でつく際はBユニットについたスタッフも協力して動いていくようにしましょう。また、訪室を密にしケアを行っていきましょう。
＜患者様連絡事項＞

・川井　ツセ様～家族洗濯の患者様ですが、自己管理ができません。本人様用の袋を用意し洗濯物を入れ私物庫に保管しています。入浴等が終わったら私物庫で保管をし、ご家族来院時渡してください。
・晴山　長司様～ご家族様へラジオに使用する電池(単3)を依頼していました。本日、兄様持参しています。
・木ノ下　ツヨ様～気分高揚さ・特定男性患者様との過度な接触・服装の派手さあります。弟様来院時、情報提供することとしています。見守り、過度となることがある場合には介入をしていきましょう。
・鈴木　正長様～表情硬く易怒的となることあります。主治医へ情報提供しています。逸脱した行動のないように見守り、介入をしていきましょう。
・峰田　満男様～3/23(火)南山苑入所予定となっています。忘れ物のないよう確認をしてください。

＜週間予定＞
3月23日(火)　峰田　満男様　南山苑入所(10：30)
＜認知症ケア基準作成について＞
・来年度の認知症ケア基準作成について検討しています。
○徘徊(他室侵入)　　　 ○粗暴行為　　　　　　　　○失語　　　　　○暴言

○異食　　　　　　　　○盗食　　　　　　　　　　　○衝動性
○弄便　　　　　　　 　○不穏(落着きのなさ) 　　  ○食事・排泄

○収集　　　　　　　 　○確認行為　　　　　 　　 ○妄想

○不安・人物誤認　　　○拒否(入浴・排泄)　　　　 ○失見当識

上記以外に困ったことや対応困難なことがあった場合は、その都度検討していくこととしています。

＜今後の南病棟の事業展開について＞

· 認知症の患者様の評価の検討

患者様自立度で評価していくのはどうか。行動面、精神面の両方で評価することが必要。患者様の評価方法についても検討していく必要がある。

· 退院支援

ターミナルケアも必要になってくる。身体管理が必要になった場合、どこまでの治療を行うのか、求めるのかを御家族へ聞かなければならない。施設入所などについても計画的に進めていく事が必要になってくる。







